国語（小）部会　〇〇サークル　△ブロック提言

Ⅰ　研修主題
資質・能力を育成する言語活動の創造
～話すこと・聞くこと教材における「言語活動」の効果的な活用を通して～

Ⅱ　研究仮説
指導事項や学習内容を明確にし、学習過程を工夫することにより、言葉の特徴や使い方などを理解し自分の思いや考えを深められる児童を育てることができる。

Ⅲ　研究領域
　　「話すこと・聞くこと」領域の言語活動を取り入れた場面
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Ⅳ　研究の柱
　（１）「内容・構成の検討」「考えの形成」における「話すこと・聞くこと」を高めるための指導事項。

[bookmark: _Hlk137564605]　（２）「話すこと・聞くこと」を高めるために効果的な「主体的・対話的で深い学び」

Ⅴ　研究の柱に関わっての実践、検証した手立て
　（１）「内容・構成の検討」「考えの形成」における「話すこと・聞くこと」を高めるための指導事項

（例）５年生「よりよい学校生活のために」
①学びのプランの提示
　　学びのプラン（話題の設定→情報の収集→内容の検討→・・）により、話し合いのタイミングや回数、話し合いと話し合いの間に時間があることを伝え、決まっている時間のなかで学習過程を・・・
　












各サークルで話し合われたねらいや授業での扱いなど、
「話すこと・聞くこと」を高めるための指導事項について記述してください。







（２）「話すこと・聞くこと」を高めるために効果的な「主体的・対話的で深い学び」について

〇主体的な学びについて
①明確なゴール
　　単元を通して、子どもたち自身が主体的に学びを進めることを心がけた。企画の提案を直接校長先生から依頼してもらい、導入時における意欲の喚起を行った。「50周年の企画を校長先生に提案しよう」という話題の設定により明確な相手意識・目的意識を持つことができ、自分たちで学びを進め、真剣に悩みを考える姿が見られた。
　
②自分たちで話し合いの方向性を決める
　　話し合いの振り返りや作戦タイムを行うことで・・・

〇深い学びについて
①一人一人が話し合いの主体となる
　　「メイン」「サポーター」の役割を設けることで・・・
　　　
















本単元で取り組んだ「主体的・対話的で深い学び」にかかわる記述をしてください。




Ⅵ　成果と課題
　＜成果＞


　＜課題＞単元指導計画や本時について、成果と課題をまとめてください。
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